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　調査対象は A 県の一般企業（B 企業）に勤務する
90 人を調査対象とし、無記名自記式の質問紙調査に
よるパネル調査 8）を 2 度実施した。一般的に、2 時
点で実施したパネル調査は「2 波のパネル調査」と
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要旨　本研究は 2 波のパネル調査データを用いて「事故防止に積極的に取り組む風土」と「安全に対して責任













































表 2 「安全に関する組織風土」に関する項目の回答分布 
 
  
性別 男性 83 ( 92.2 )
女性 7 ( 7.8 )
年齢 平均±標準偏差（範囲） 44.7±9.67 ( 23‐67歳 )
勤続年数 平均±標準偏差（範囲） 19.0±11.71 ( 0‐45年 )
単位：人（％）
xa1 事故防止のための取り組みに、職場の職員の意見が反映されている 初回調査時（n=90） 4 （ 4.4 ） 7 （ 7.8 ） 20 （ 22.2 ） 38 （ 42.2 ） 21 （ 23.3 ）
追跡調査時（n=90） 2 （ 2.2 ） 8 （ 8.9 ） 17 （ 18.9 ） 38 （ 42.2 ） 25 （ 27.8 ）
xa2 業務の安全に関して、継続して学ぶ姿勢がある 初回調査時（n=90） 3 （ 3.3 ） 10 （ 11.1 ） 17 （ 18.9 ） 38 （ 42.2 ） 22 （ 24.4 ）
追跡調査時（n=90） 1 （ 1.1 ） 10 （ 11.1 ） 12 （ 13.3 ） 36 （ 40.0 ） 31 （ 34.4 ）
xa3 業務上のルールや手順を、より良くしていこうとする姿勢がある 初回調査時（n=90） 4 （ 4.4 ） 9 （ 10.0 ） 8 （ 8.9 ） 42 （ 46.7 ） 27 （ 30.0 ）
追跡調査時（n=90） 2 （ 2.2 ） 6 （ 6.7 ） 13 （ 14.4 ） 34 （ 37.8 ） 35 （ 38.9 ）
xa4 事故防止に役立つアイデアを、積極的に取り入れる姿勢がある 初回調査時（n=90） 3 （ 3.3 ） 9 （ 10.0 ） 12 （ 13.3 ） 42 （ 46.7 ） 24 （ 26.7 ）
追跡調査時（n=90） 1 （ 1.1 ） 6 （ 6.7 ） 12 （ 13.3 ） 41 （ 45.6 ） 30 （ 33.3 ）
xa5 業務の安全について難しい議論もとことん話し合う、という雰囲気がある 初回調査時（n=90） 6 （ 6.7 ） 15 （ 16.7 ） 30 （ 33.3 ） 23 （ 25.6 ） 16 （ 17.8 ）
追跡調査時（n=90） 3 （ 3.3 ） 14 （ 15.6 ） 22 （ 24.4 ） 32 （ 35.6 ） 19 （ 21.1 ）
xa6 目標をもって業務の安全に取り組むことが奨励されている 初回調査時（n=90） 5 （ 5.6 ） 6 （ 6.7 ） 19 （ 21.1 ） 25 （ 27.8 ） 35 （ 38.9 ）
追跡調査時（n=90） 2 （ 2.2 ） 7 （ 7.8 ） 14 （ 15.6 ） 34 （ 37.8 ） 33 （ 36.7 ）
xa7 事故防止に役立つことを、自由に提案できる雰囲気がある 初回調査時（n=90） 4 （ 4.4 ） 5 （ 5.6 ） 12 （ 13.3 ） 30 （ 33.3 ） 39 （ 43.3 ）
追跡調査時（n=90） 1 （ 1.1 ） 7 （ 7.8 ） 13 （ 14.4 ） 39 （ 43.3 ） 30 （ 33.3 ）
xa8 事故防止のための取り組みに、過去に起きた事故の教訓が活かされている 初回調査時（n=90） 4 （ 4.4 ） 6 （ 6.7 ） 16 （ 17.8 ） 37 （ 41.1 ） 27 （ 30.0 ）
追跡調査時（n=90） 1 （ 1.1 ） 7 （ 7.8 ） 16 （ 17.8 ） 34 （ 37.8 ） 32 （ 35.6 ）
xb1 顧客に実害のない、ささいなミスであれば、報告しなくてもいいだろう、という雰囲気がある 初回調査時（n=90） 41 （ 45.6 ） 29 （ 32.2 ） 12 （ 13.3 ） 7 （ 7.8 ） 1 （ 1.1 ）
追跡調査時（n=90） 38 （ 42.2 ） 28 （ 31.1 ） 14 （ 15.6 ） 9 （ 10.0 ） 1 （ 1.1 ）
xb2 他の人に知られることがない限り、ミスしたことを黙っていても許される雰囲気がある 初回調査時（n=90） 42 （ 46.7 ） 28 （ 31.1 ） 15 （ 16.7 ） 5 （ 5.6 ） 0 （ 0.0 ）
追跡調査時（n=90） 39 （ 43.3 ） 33 （ 36.7 ） 10 （ 11.1 ） 7 （ 7.8 ） 1 （ 1.1 ）
xb3 問題さえ起こさなければ、規則と少し違うことをしても、許されるところがある 初回調査時（n=90） 39 （ 43.3 ） 27 （ 30.0 ） 16 （ 17.8 ） 8 （ 8.9 ） 7 （ 7.8 ）
追跡調査時（n=90） 38 （ 42.2 ） 25 （ 27.8 ） 15 （ 16.7 ） 12 （ 13.3 ） 0 （ 0.0 ）
xb4 何か問題が生じない限りは、現状のままでよい、という雰囲気がある 初回調査時（n=90） 34 （ 37.8 ） 21 （ 23.3 ） 17 （ 18.9 ） 16 （ 17.8 ） 2 （ 2.2 ）
追跡調査時（n=90） 29 （ 32.2 ） 23 （ 25.6 ） 17 （ 18.9 ） 20 （ 22.2 ） 1 （ 1.1 ）
xb5 業務を引き継いでしまえば、あとで問題が起こっても私には関係ない、という雰囲気がある 初回調査時（n=90） 42 （ 46.7 ） 26 （ 28.9 ） 12 （ 13.3 ） 7 （ 7.8 ） 3 （ 3.3 ）
追跡調査時（n=90） 35 （ 38.9 ） 25 （ 27.8 ） 18 （ 20.0 ） 12 （ 13.3 ） 0 （ 0.0 ）
xb6 何か問題が起こっても、責任の所在がはっきり特定されず、ぼやけてしまうところがある 初回調査時（n=90） 37 （ 41.1 ） 22 （ 24.4 ） 14 （ 15.6 ） 13 （ 14.4 ） 4 （ 4.4 ）
追跡調査時（n=90） 29 （ 32.2 ） 23 （ 25.6 ） 19 （ 21.1 ） 19 （ 21.1 ） 0 （ 0.0 ）
xb7 顧客に実害のない、ささいなミスであれば、顧客に説明しなくてもいいだろう、という雰囲気がある 初回調査時（n=90） 38 （ 42.2 ） 32 （ 35.6 ） 8 （ 8.9 ） 9 （ 10.0 ） 3 （ 3.3 ）

























表 2 「安全に関する組織風土」に関する項目の回答分布 
 
  
性別 男性 83 ( 92.2 )
女性 7 ( 7.8 )
年齢 平均±標準偏差（範囲） 44.7±9.67 ( 23‐67歳 )
勤続年数 平均±標準偏差（範囲） 19.0±11.71 ( 0‐45年 )
単位：人（％）
xa1 事故防止のための取り組みに、職場の職員の意見が反映されている 初回調査時（n=90） 4 （ 4.4 ） 7 （ 7.8 ） 20 （ 22.2 ） 38 （ 42.2 ） 21 （ 23.3 ）
追跡調査時（n=90） 2 （ 2.2 ） 8 （ 8.9 ） 17 （ 18.9 ） 38 （ 42.2 ） 25 （ 27.8 ）
xa2 業務の安全に関して、継続して学ぶ姿勢がある 初回調査時（n=90） 3 （ 3.3 ） 10 （ 11.1 ） 17 （ 18.9 ） 38 （ 42.2 ） 22 （ 24.4 ）
追跡調査時（n=90） 1 （ 1.1 ） 10 （ 11.1 ） 12 （ 13.3 ） 36 （ 40.0 ） 31 （ 34.4 ）
xa3 業務上のルールや手順を、より良くしていこうとする姿勢がある 初回調査時（n=90） 4 （ 4.4 ） 9 （ 10.0 ） 8 （ 8.9 ） 42 （ 46.7 ） 27 （ 30.0 ）
追跡調査時（n=90） 2 （ 2.2 ） 6 （ 6.7 ） 13 （ 14.4 ） 34 （ 37.8 ） 35 （ 38.9 ）
xa4 事故防止に役立つアイデアを、積極的に取り入れる姿勢がある 初回調査時（n=90） 3 （ 3.3 ） 9 （ 10.0 ） 12 （ 13.3 ） 42 （ 46.7 ） 24 （ 26.7 ）
追跡調査時（n=90） 1 （ 1.1 ） 6 （ 6.7 ） 12 （ 13.3 ） 41 （ 45.6 ） 30 （ 33.3 ）
xa5 業務の安全について難しい議論もとことん話し合う、という雰囲気がある 時（n=90） 6 （ 6.7 ） 15 （ 16.7 ） 30 （ 33.3 ） 23 （ 25.6 ） 16 （ 17.8 ）
時（n=90） 3 （ 3.3 ） 14 （ 15.6 ） 22 （ 24.4 ） 32 （ 35.6 ） 19 （ 21.1 ）
xa6 目標をもって業務の安全に取り組むことが奨励されている 初回調査時（n=90） 5 （ 5.6 ） 6 （ 6.7 ） 19 （ 21.1 ） 25 （ 27.8 ） 35 （ 38.9 ）
追跡調査時（n=90） 2 （ 2.2 ） 7 （ 7.8 ） 14 （ 15.6 ） 34 （ 37.8 ） 33 （ 36.7 ）
xa7 事故防止に役立つことを、自由に提案できる雰囲気がある 初回調査時（n=90） 4 （ 4.4 ） 5 （ 5.6 ） 12 （ 13.3 ） 30 （ 33.3 ） 39 （ 43.3 ）
追跡調査時（n=90） 1 （ 1.1 ） 7 （ 7.8 ） 13 （ 14.4 ） 39 （ 43.3 ） 30 （ 33.3 ）
xa8 事故防止のための取り組みに、過去に起きた事故の教訓が活かされている 初回調査時（n=90） 4 （ 4.4 ） 6 （ 6.7 ） 16 （ 17.8 ） 37 （ 41.1 ） 27 （ 30.0 ）
追跡 時（n=90） 1 （ 1.1 ） 7 （ 7.8 ） 16 （ 17.8 ） 34 （ 37.8 ） 32 （ 35.6 ）
xb1 顧客に実害のない、ささいなミスであれば、報告しなくてもいいだろう、という雰囲気がある 初回 （n=90） 41 （ 45.6 ） 29 （ 32.2 ） 2 （ 13.3 ） 7 （ 7.8 ） 1 （ 1.1 ）
追跡 時（n=90） 38 （ 42.2 ） 28 （ 31.1 ） 14 （ 15.6 ） 9 （ 10.0 ） 1 （ 1.1 ）
xb2 他の人に知られることがない限り、ミスしたことを黙っていても許される雰囲気がある 初回調査時（n=90） 42 （ 46.7 ） 28 （ 31.1 ） 15 （ 16.7 ） 5 （ 5.6 ） 0 （ 0.0 ）
追跡調査時（n=90） 39 （ 43.3 ） 33 （ 36.7 ） 10 （ 11.1 ） 7 （ 7.8 ） 1 （ 1.1 ）
xb3 問題さえ起こさなければ、規則と少し違うことをしても、許されるところがある 初回調査時（n=90） 39 （ 43.3 ） 27 （ 30.0 ） 16 （ 17.8 ） 8 （ 8.9 ） 7 （ 7.8 ）
追跡調査時（n=90） 38 （ 42.2 ） 25 （ 27.8 ） 15 （ 16.7 ） 12 （ 13.3 ） 0 （ 0.0 ）
xb4 何か問題が生じない限りは、現状のままでよい、という雰囲気がある 初回調査時（n=90） 34 （ 37.8 ） 21 （ 23.3 ） 17 （ 18.9 ） 16 （ 17.8 ） 2 （ 2.2 ）
時（n=90） 29 （ 32.2 ） 23 （ 25.6 ） 7 （ 18.9 ） 20 （ 22.2 ） 1 （ 1.1 ）
xb5 業務を引き継いでしまえば、あとで問題が起こっても私には関係ない、という雰囲気がある 時（n=90） 42 （ 46.7 ） 26 （ 28.9 ） 12 （ 13.3 ） 7 （ 7.8 ） 3 （ 3.3 ）
追跡調査時（n=90） 35 （ 38.9 ） 25 （ 27.8 ） 18 （ 20.0 ） 12 （ 13.3 ） 0 （ 0.0 ）
xb6 何か問題が起こっても、責任の所在がはっきり特定されず、ぼやけてしまうところがある 初回調査時（n=90） 37 （ 41.1 ） 22 （ 24.4 ） 14 （ 15.6 ） 13 （ 14.4 ） 4 （ 4.4 ）
追跡調査時（n=90） 29 （ 32.2 ） 23 （ 25.6 ） 19 （ 21.1 ） 19 （ 21.1 ） 0 （ 0.0 ）
xb7 顧客に実害のない、ささいなミスであれば、顧客に説明しなくてもいいだろう、という雰囲気がある 初回調査時（n=90） 38 （ 42.2 ） 32 （ 35.6 ） 8 （ 8.9 ） 9 （ 10.0 ） 3 （ 3.3 ）





































































し、検討した 9 〜 16）。
　前記の因子構造モデルならびに因果関係モデ
ルのデータに対する適合性は、適合度指標であ
る Comparative Fit Index（CFI） と Root Mean 
Square Error of Approximation（RMSEA） で 判







準誤差で除した値の絶対値が 1.96 以上（5% 有意水
準）を示したものを統計学的に有意とした。以上の





とした 90 人の内訳は「男性」83 人（92.2％）、「女
性」7 人（7.8％）であった。「年齢」は平均 44.7 ±
9.67 歳（範囲 23-67 歳）であった。「勤続年数」は平








合度指標は CFI = 0.993、RMSEA = 0.068 であった
（図 1）。また、追跡調査時のデータに対する 2 因子
斜交モデルの適合度指標は CFI = 0.992、RMSEA 














データに対する適合度指標は CFI = 0.980、RMSEA 








果関係モデルのデータに対する適合度指標は CFI = 
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